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　編集後記
日差しがきつく感じる季節になりました。
今年も暑くなりそうな予感ですけど、暑さに負けず頑張って参りましょう。
編集長　谷口直満

乙訓の元気国民参加型憲法事業５月例会
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第
四
十
一
回

京
都
ブ
ッ
ロ
ク
大
会(

亀
岡
大
会)

乙
訓
の
元
気

　

長
岡
京
で
行
わ
れ
た
春
の
観
光
ま
つ
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
向
か
っ
た
所
は
長
岡
天
満

宮
。
樹
齢
一
五
〇
年
と
も
言
わ
れ
る
霧
島
ツ
ツ

ジ
が
満
開
で
見
る
人
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

綺
麗
な
ツ
ツ
ジ
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
事
に

よ
っ
て
、
自
分
の
ま
ち
に
も
素
敵
な
所
が
沢
山

あ
る
な
と
、
改
め
て
地
域
の
魅
力
を
感
じ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
乙
訓
寺
に
お
い
て
も
約
二
〇

〇
〇
株
の
ボ
タ
ン
が
境
内
い
っ
ぱ
い
に
、
様
々

な
種
類
や
色
の
花
が
咲
き
、
訪
れ
る
人
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。
乙
訓
地
域
に
は
様
々
な
歴
史

あ
る
観
光
地
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に

も
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
ま
た

見
に
行
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
記
事　

谷
口　

直
満
）

　

五
月
十
二
日

（
日
）
五
月
晴
れ
の

中
、
向
日
神
社
例

大
祭
の
還
幸
祭
が

向
日
市
や
長
岡
京

市
の
乙
訓
地
域
一

帯
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
宮
司
ら
神
職

が
神
事
を
営
ん
だ

後
、
一
行
は
御
幣

や
獅
子
頭
な
ど
の
神
具
を
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ

て
出
発
し
、
氏
子
が
住
む
乙
訓
地
域
を
巡
航

し
ま
し
た
。
ま
た
子
供
神
輿
も
巡
航
し
、
い

つ
も
は
静
か
な
路
地
が
子
供
た
ち
の
元
気
で

華
や
か
に
活
気
づ
き
ま
し
た
。
時
代
は
変
わ
っ

て
も
祭
り
は
人
を
活
気
づ
か
せ
、
ま
ち
も
ま

た
活
気
づ
き
ま
す
。
乙
訓
地
域
の
宝
が
大
人

か
ら
子
供
に
引
き
継
が
れ
、
そ
し
て
そ
の
子

供
た
ち
が
ま
た
大
人
に
な
っ
て
子
供
に
伝
え

る
。
乙
訓
が
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
ま
ち
で
あ

る
様
に
、
乙
訓
青
年
会
議
所
会
会
員
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
ま
ち
の
為
に
力
を
尽
く
し
て
行

き
た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
一
日
で
し

た
。（
記
事　

崔　

祥
龍
）

　

五
月
十
九
日(

日)

に
亀
岡
の
地
に
お
い
て
、

第
四
十
一
回
京
都
ブ
ッ
ロ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
め
に
亀
岡
会
館
で
、
式
典
、
メ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
映
像
後
、
府
内
十
三
青
年
会
議
所
の
紹
介

で
各
理
事
長
が
登
壇
さ
れ
最
後
に
京
都
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
山
添
会
長
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

開
催
宣
言
後
、
来
賓
、
歴
代
会
長
、
来
訪
Ｊ
Ｃ
、

役
員
紹
介
、
会
長
挨
拶
と
進
み
総
務
情
報
委
員
会

に
よ
る
、
褒
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
大
会
Ｋ
Ｅ
Ｙ
が
、
次
回
開
催
地
綾
部
へ

移
管
さ
れ
閉
会
致
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
講
師
に
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事

長　

曹
英
生
氏
を
招
き
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題
し
大
変
貴
重
な
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
曹
英
生
氏
に
加
え
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
亀
岡
市
副
市
長　

勝
見
彰
氏
、

み
ず
の
き
美
術
館
館
長　

奥
山
理
子
氏
、
京
都
産

業
大
学　

金
光
淳
氏
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
を
輝
か
せ
る
為

に
は
、「
つ
な
が
り
」
の
輪
を
広
げ
て
い
く
の
が
重

要
で
あ
る
と
理
解
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
続
い
て
会
場
を
宗
教
法
人
大
本
本
部
亀
岡
宜

教
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
地
域
活
性
た
か
ら
市
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
し
た

が
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
や
一
般
の
方
々
に
ご
来
場

頂
き
ま
し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
京
都
府
内
十
三

地
域
の
「
地
域
の
た
か
ら
」
と
な
り
う
る
「
地
域

の
魅
力
」
に
触
れ
て
頂
き
、
京
都
の
う
ま
い
も
ん

を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
舞
台
上
で

は
、
亀
岡
発
信
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
ブ
ッ
ロ
ク
大
会
運
営
委
員
会

に
よ
る
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
、
野
中
委
員

長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

出
向
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
参
加
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
に
も
多
く
の
学
び
の
あ
る
大
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
参
加
す
る
意
義
を
感
じ
て
頂
き
、
さ
ら

に
友
情
を
構
築
で
き
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
雨

の
中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

(

記
事　

黒
川　

昌
哉)

　

よ
う
こ
そ
こ
こ
へ
。

と
、
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
「
長
岡
京
市
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
を
育
て
る
会
」
の
会
長 

多
貝

茂
さ
ん
は
、
乙
訓
青
年
会
議
所
Ｏ
Ｇ
多
貝

有
美
先
輩
の
お
父
さ
ん
。

　

今
年
度
、
長
岡
京
市
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を

育
て
る
会
の
皆
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
て
環
境
大
臣
賞
を
受

賞
。
環
境
の
都
・
長
岡
京
市
の
面
目
躍
如

で
す
。
現
在
は
小
学
校
に
お
い
て
も
ホ
タ

ル
の
生
育
に
つ
い
て
の
環
境
教
育
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
今
か
ら
三
十
年

前
、
宅
地
開
発
で
小
泉
川
の
水
質
が
悪
化

し
て
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
度
ホ
タ
ル

の
飛
び
交
う
ふ
る
さ
と
の
川
を
取
り
戻
す

た
め
地
元

住
民
と
市

が
協
力
し

て
、
清
掃

活
動
や
幼

虫
の
放
流
、

乱
獲
防
止

の
パ
ト

ロ
ー
ル
に

取
り
組
み

を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
成
果
が
あ
っ
て
ホ
タ
ル

の
数
も
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
二
外
環
状
線
の
建
設
に
伴
っ
て
、
小

泉
川
上
流
に
（
仮
称
）
西
代
公
園
が
現

在
整
備
中
。
ホ
タ
ル
の
養
殖
池
も
作
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　
「
公
園
は
活
動
の
足
掛
か
り
に
な
る
。

こ
の
活
動
を
次
の
世
代
に
引
き
渡
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
ホ
タ
ル
が
乱
舞

す
る
西
代
の
構
想
を
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
是
非
と
も
一
度
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
！

　

輝
き
は
飾
り
じ
ゃ
な
い
、
ホ
タ
ル
の

西
代
。

●
ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

と
き　
　

　

六
月
十
四
日
（
金
）・
十
五
日
（
土
）

　

午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時
三
十
分

　
（
少
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

　

小
泉
川
上
流　

西
代
橋
付
近

交
通

　

阪
急
バ
ス
「
上
ノ
町
」、「
奥
海
印
寺
」

　

停
留
所
か
ら
徒
歩
３
分

　
（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

　

長
岡
京
市
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
育
て
る

　

会
事
務
局
（
環
境
政
策
監
内
）

　

〇
七
五―

九
五
五―

九
五
四
二

※

ホ
タ
ル
は
光
を
嫌
い
ま
す
の
で
灯
り

は
消
し
て
、
静
か
に
観
賞
し
ま
し
ょ
う
。

（
記
事　

堤　

淳
太
）

長
岡
京
市

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
育
て
る
会

向
日
神
社
例
大
祭

春
の
観
光
ま
つ
り

青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
は
「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
を
理
想
と
し
、「
奉
仕
・
修
練
・
友
情
」
を
信
条

と
し
て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
青
年
経
済
人
の
集
ま
り
で
す
。
会
員
資
格
は
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
迄
と
年

齢
制
限
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
責
任
感
を
持
ち
切
磋
琢
磨

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
産
業
を
担
う
青
年
経
済
人
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
よ
り
青
年
会
議
所
運
動

を
展
開
す
る
為
に
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
共
に
夢
を
語
り
合
え
る
仲
間
と
し
て
Ｊ
Ｃ
の
扉
を
開
い
て
頂
け
る
事

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
乙
訓
青
年
会
議
所
で
は
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
興
味
が
あ
る
方
は
公
益
社
団
法
人
乙
訓
青
年
会
議
所
事
務
局
（
〇
七
五―

九
五
七―

一
二
三
〇
）
ま
で

会員募集


